
　　　　　　　　　　　　　　読解指導と読書指導の関連

一「みんなの『はつ耳』をあっめよう！なでしこどうぶっランド」の実践一

寛　理沙子

1．課題意識

　子どもの周りには、図書や資料の情報をはじめ、新聞やテレビ、インターネット等の情報など、多種多様な情報が

取り巻いている。こうした情報化社会においては、複数の図書や資料から情報を読み取って理解し、自分の意見を深

め、生活の中で活用していく力が重要となる。文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」で

は、コミュニケーション能力育成の必要性や、情報化社会の進展に伴って、様々な情報を速やかに処理・判断する能

力、情報を取捨選択する能力、要点をまとめ発信する能力が求められると述べられているi。さらに、こうした能力

は生涯にわたって発達していかねばならないという見地から、国語教育と読書活動を密接に連携させ、「自ら本に手を

伸ばす子供を育てる」iことが必要であると提言している。

そこで、国語教育と読書活動を密接に連携させ、共通学習材で学習したことを生かして、関連した図書資料をll売

み取っていくことによって、実生活に生きてはたらく国語の力になると考えた。読解指導と読書指導を関連させ

て授業を展開していくことによって、興味・関心をもちながら主体的に読み、様々な情報に接しその交流を図るこ

とで、図ltlCや資料などから自分にとって必要な情報を見付ける、読んだことを自分なりの言葉で語って発信していく

等の読む力も育成され、、涜il；：にも親しんでいくであろう。

2．研究の視点

（1）学習環境デザインのコンセプト

本や友達、白分と向き合いながら動物の赤ちゃんの「初耳」と川合う読みの学習

　府川は、「㍑解」や「『フ篭jlド」について「『読解』も『読、！1こ』も、ともに読むことの基礎でiV♪り、同時に基本l　iiだと

述べている。つまり、「幅広い読il目こ支えられない読解はそこが浅くなるし、字而を迫うだけの読解だけでは読；1事のllii

白さも体得できない。両方の活動が〈読み〉の面白さという一点で手を握ったとき、初めて充実した北体的な〈読

み〉が姿を現す」iiのである。

　そこで、教科書の共通学習材とともに関連する並行読書材を組み合わせて活用して学習していきたい，、そのために

は、共通学習材や〕断了‘涜ilド材（テクスト）と向き合いながら読んでいくことが必要だと考える，，波た、秋田は「㍑み

の授業では、対話や議論を通して、文朝こついての互いの考えをとりこみ合うことにより理解を深めitF）う．」iliと述べ

ており、友達とも向き合い、対話していく必要がある。さらに、「文章を理解する過穐とは、読みr：が自分の既イ∫知識

を用いて、文r；7にit　ICかれていることについてまとまりのある心的表象を構成する過程」iiiであると述べているよう

に、文「；、1を読み、理解していくためには自己とも向き合っていかなければならない。その際、無日的に読んでいくの

ではなく、「へえ～、知らなかった！」「そうなんだ、びっくり！」という説明的な文章の胱みの而白さの1つを取り

上げて「初耳」と出合いながら読んでいく。

　したがって、「木や友達、自分と向き合いながら動物の赤ちゃんの『初耳』を見付ける1涜みの学習」をコンセプトに

することにより、「読解」に偏るのでもなく、「読書」に偏るのでもない読みの学習を目指したい。そうすることによ

り、「読む」という行為の面白さが実感でき、「自ら本に手を伸ばす子供を育てる」iことができるであろう。

（2）学習環境デザインのコンセプトを実現するための「メディア」とは

①並行読書材
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　秋田は学校における読書環境づくりにおいて「自分が選んだ本のおもしろさを共有したい・伝えたい人に伝えら

れる場を設定することやその本のことを自分が伝えることで自己効力感を持てるような状況を作ること、つまり多

様な本の紹介や同じ本を皆で読み合って読書の感想を交流し合うという一冊の本から多様なひろがりへという流れ

をもった環境づくり」iVが大切だと述べている。共通学習材だけだと1冊の本から多様なひろがりにまではなかな

かつながらないが、共通学習材に関連する動物の赤ちゃんに関する図書資料を並行読書材として教室に置いておく

ことで、子どもたちは興味を示して手にとって読み、動物の赤ちゃんに対する興味・関心が高まるとともに、知ら

なかったことを教えたい、知らせたいという気持ちが起こり、　「共有する価値ある課題」も見付けられると考え

た。そして、単元の終わりに「なでしこどうぶつランド」を開くことでさらに別の本にも手を伸ばす姿が期待で

き、一冊の本から多様なひろがりをもつ学習環境となるであろう。また、多読を通して今後「ことば」にもより着

目するようになるのではないかと考える。

②紹介カード

　本単元では自分が選んだ動物の赤ちゃんについて「初耳」と出合いながら読み、紹介カードを作成していく単元を

構想している。大熊は、「低学年の子どもたちは、実際に何のために学習をしているのか、そのゴールを具体的にイメ

ージできないと意欲的に学習に取り組むことが難しい。活動目的的なゴールの設定こそ、単元の鍵を握っていると考

える。」vと述べており、単元の導入で教師自作の紹介カード（図1）を提示し、紹介カードを作ってみたいという気

持ちを喚起させ、紹介カードにはどのようなことを書けばよいかを全体で確認する。そして、「初耳」と出合いながら

テクストを読んでいくことで、「読解」に偏るのでもなく、「読書」に偏るのでもない読みの学習につながっていくと

考える。紹介カードを作成することが、テクスト内容をより深く理解したいという気持ちにつながるとともに、「知ら

なかった！」「びっくり！」と思えるような他の木も読んでみたいという気持ちにつながるであろう。また、紹介カー

ドを作成するためにテクストと向き合っていくし、友達とも交流していき、そして自分にとっての「初耳」と出合う

ためには自分が知らないことは何かを考えていくので、自己とも向き合っていくはずである。
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自分にとって「知らなかった！」

「びっくり！」と思った叙述の害き

抜き（C読むことエ）

成長の様子

（C読むことイ）

③一単位時間の学習過程

　読解指導と読書指導とをより連携させていくために、特に第二次の学習過程を工夫する必要がある。具体的には、

共通学習材で学習したことが並行読書している自分が選んだ図書資料にもすぐに活用できるように、第二次の一部分
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では1単位時間の前半で共通学習材を、後半で自分が選んだ図書資料を、読んだり紹介カードを作成したりする学習

過程をとった。（学習指導計画の※印の部分）そうすることにより、単元全体が一貫した課題解決の過程となり、無目

的に読んでいくのではなく、「へえ～、知らなかった！」「そうなんだ、びっくり！」という説明的な文章の読みの面

白さの1っを取り上げて共通学習材や自分が選んだ図書資料どちらのテクストも「初耳」と出合いながら読んでいく

ことができると考える。

3．授業の実際

（1）単元名・活動名

　　単元名　みんなの「はつ耳」をあつめよう！なでしこどうぶつランド

　　学習材名　『どうぶつの赤ちゃん』（光村図書　1年下）、どうぶつの赤ちゃんシリーズ

（2）ねらい

　○動物の赤ちゃんに興味をもち、進んで動物の赤ちゃんに関する図書資料を読んだり、「知らなかった！」「びっく

　　り！」と思ったことを友達に伝えたりしようとしている。（国語への関心・意欲・態度）

　○動物の赤ちゃんに関する図書資料を、時間や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読んだり、「知らなかっ

　　た！」「びっくり！」と思った言葉や文を書き抜いたりすることができる。（読むことイ、エ）

　○主語と述語の照応関係に注意して、文や文章を読んだり書いたりすることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（言語についての知識・理解・技能イV－・一一（カ））

（3）授業の分析・考察

①学習指導計画（全11時間）

　0次：遠足で多摩動物公園に行ったり、生活科で飼育小屋の動物と触れ合ったりする。

　　　　動物の赤ちゃんに関する図害資料を学級文庫として置き、それらの木を読んで動物の赤ちゃんへの興味・

　　　　関心を高めておく。

第一次：学習課題を理解し、学習の見通しをもつ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…2時間

第二次：①共通学習材で、ライオンとしまうまの赤ちゃんの生まれたばかりの様子を探しながら読む。

　　　　②共通学習材でカンガルーの赤ちゃんの生まれたばかりの様子を探し、並行読轡している図Il讃料でEl

　　　　　分が選んだ動物の赤ちゃんの生まれたばかりの様子を探しながら読む。※

　　　　③共通学習材で、ライオンとしまうまの赤ちゃんの大きくなる様子を探しながら読む。

　　　　④共通学習材でカンガルーの赤ちゃんの大きくなる様子を探し、並行読書している図書資料で自分が選

　　　　　んだ動物の赤ちゃんの大きくなる様子を探しながら読む。※

　　　　⑤共通学習材及び並行1売書している図書資料を読み、動物の赤ちゃんの「初耳」な言葉や文を川き抜く。

　　　　　※（本時7時間／全11時間）

　　　　⑥共通学習材及び並行読書している図書資料の書き抜いたところについての説明や感想を自分なりの

　　　　　言葉で書く。※

　　　　⑦共通学習材及び並行読書している図書資料で赤ちゃんの成長の様子をまとめる。※

　　　　⑧「なでしこどうぶっランド」の紹介カードを完成させる。

第三次：「なでしこどうぶつランド」を開き、友達に自分の発見・驚きを紹介する。

　　　　保護者にも見てもらい、感想をもらう。

②本時の様子と指導

○本時の目標

　自分の選んだ動物の赤ちゃんの様子の中から「初耳」な叙述を選んで書き抜くことができる。
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